
加賀市空手連盟初稽古
　新春の寒風吹きすさぶ中、肌を赤く染めなが
ら、気合いで基本動作を繰り返し、今年一年の
修練への思いを形で表します。
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加か

賀が

東
ひ

が

し

谷
た

に

重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
＂
赤
瓦
と
煙
出
し
の
里
＂

何
も
な
い
奥
山
の
小
さ
な
集
落

そ
こ
に
は
京
都
や
金
沢
に
は
な
い
何
か
が
あ
る

だ
か
ら
こ
そ
未
来
に
残
し
た
い

残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

加
賀
東
谷
の
文
化
財
的
価
値
が
認
め
ら
れ
る

　
平
成
23
年
11
月
29
日
、
加
賀
東
谷
地
区
が
国
の
重
要
伝
統
的

建
造
物
群
保
存
地
区
︵
重
伝
建
地
区
︶
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
地
区
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
、
炭
焼
き

を
主
産
業
と
し
た
山
間
部
の
４
集
落
︵
山
中
温
泉
荒あ

ら
谷た

に
町
、
今い

ま

立だ
ち

町
、
大お

お
土づ

ち
町
、
杉す

ぎ
の
み
ず水

町
︶
か
ら
成
り
、
加
賀
地
方
の
農
家
の

特
徴
を
発
展
さ
せ
た
伝
統
的
な
建
造
物
群
が
、
周
囲
の
工
作
物

や
自
然
物
と
一
体
と
な
っ
て
独
特
な
歴
史
的
景
観
を
形
成
し
、

国
に
お
い
て
も
価
値
が
高
い
と
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
選
定
に
よ
り
、
市
内
の
重
伝
建
地
区
は
﹁
加
賀
橋
立

︵
平
成
17
年
選
定
︶
﹂
と
あ
わ
せ
、
２
地
区
と
な
り
ま
し
た
。

問
文
化
課
（
文
化
財
係
）　

☎
７
２
︲
７
８
８
８
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地
域
が
＂
ま
る
ご
と
＂
文
化
財

　

伝
建
地
区
と
は
、
文
化
財
保
護
法
で

「
周
囲
の
環
境
と
一
体
を
な
し
て
歴
史
的

風
致
を
形
成
し
て
い
る
伝
統
的
な
建
造
物

群
で
価
値
の
高
い
も
の
」
と
定
め
ら
れ
る

地
区
を
言
い
ま
す
。
そ
の
地
域
全
体
が
文

化
財
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

伝
建
地
区
に
選
定
さ
れ
る
と
、
地
区
内

で
の
新
築
や
修
繕
な
ど
景
観
に
影
響
を
及

ぼ
す
行
為
は
事
前
に
許
可
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
一
方
で
、
修
理
や
修
景
の
際
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
を
満
た
せ
ば
工
事
費
の

一
部
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

４
集
落
か
ら
成
る
加
賀
東
谷
地
区

　

江
戸
時
代
、
大
聖
寺
藩
は
領
内
の
村
々

を
８
つ
の
組
に
分
け
て
支
配
し
ま
し
た
。

加
賀
東
谷
地
区
を
含
む
南
部
山
岳
地
帯
の

21
村
は
「
奥お
く

山や
ま

方が
た

」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
う

ち
８
村
に
は
炭
役
が
課
さ
れ
て
、
藩
の
御

用
炭
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
21
年
の
町
村
制
施
行
の
際
に
は
、

奥
山
方
に
属
し
た
動
橋
川
お
よ
び
杉
ノ
水

川
沿
い
の
７
村
が
東
谷
奥
村
に
含
め
ら
れ
、

一
方
で
山
中
村
を
除
く
大
聖
寺
川
沿
い
の

13
村
で
西
谷
村
が
形
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

伝
建
地
区
は
江
戸
時
代
の
奥
山
方
お
よ

び
明
治
時
代
の
東
谷
奥
村
に
属
し
、
現
在

も
存
在
す
る
４
集
落
で
構
成
さ
れ
ま
す
。

建
築
物
・
工
作
物
・
環
境
物
件
が

合
わ
さ
っ
て
＂
宝
＂
と
な
る

　

伝
建
地
区
を
構
成
す
る
も
の
は
、
「
建

築
物
」
「
工
作
物
」
「
環
境
物
件
」
の
大

き
く
３
つ
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
３
つ
が
一

体
と
な
っ
て
歴
史
的
な
景
観
を
つ
く
っ
て

い
る
こ
と
で
、
文
化
財
的
価
値
が
一
層
高

ま
り
ま
す
。

　家屋は2階建、切
きり

妻
づま

造
づくり

、妻
つま

入
いり

を基本とし、4面に下屋を巡らし、屋根
は赤瓦で葺

ふ
かれています。近世には茅

かや
葺
ぶき

が主流であったと考えられる
当地で、赤瓦は近代化の象徴である一方、囲

い
炉
ろ

裏
り

上部に取り付けられ
た煙出しは、人々の生活の中で変わら
ずに継承されてきたものを象徴してい
るようにも感じられます。この煙出しも
保存地区の家屋の特徴の1つです。
　また、冬期は雪深いため、部屋境に太
い通し柱を立てる強固な軸組も見られ
ます。

石積みや石造物など

主屋、土蔵、納屋、神社建築など

樹木、旧道、水路、棚田など

建築物 ･135棟

工作物 ･243件 環境物件 ･58件

▲荒谷神社の地蔵

▲主屋

▲煙出し
　 　茅葺から瓦葺に変化した

主屋の室内に、煙がこもら
ないようにするために取り
付けられたと考えられます。

▲鶴ヶ滝（荒谷町）
▼棚田（大土町）
　 　大小 24 枚の田から成る小さな棚田で

は、地元出身者により毎年約 2俵（120㎏）
のおいしい米が収穫されます。

▲伝統的な石積み
　付近の山や川から採ってきた石を使ってお
り、集落に素朴な表情を与えています。

加賀の赤瓦は、
越
えち

前
ぜん

瓦や石
せき

州
しゅう

瓦に触発
されて、江戸末期ごろ
から市内（箱宮、分校
など）で多く生産され

始めたのよ。

▲ 囲炉裏を備えたオエ

柏野須谷
桂谷

尾俣

四十九院
滝 菅生谷

中津原

塔尾

水田丸
小坂 横北

二ッ屋
上野

西島
加茂

中代
上河崎

下河崎

山中

下谷

菅谷
栢野

我谷 杉水

大土

今立
荒谷

風谷

大内

枯淵
片谷坂ノ下 小杉

生水

九谷

市ノ谷
西住

上新保

真砂

東谷地区の位置図

太字

細字

奥山方　21カ村（近世～明治初期）　

四十九院谷　19カ村（近世～明治初期）

東谷奥村区域　11カ村（明治20年～昭和30年）

現存集落名
消滅集落名
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活
動
や
思
い
を
「
次
世
代
に
ど
う
伝
え
て
い
く
か
」

と
い
う
こ
と
。

　

現
在
、
活
動
の
中
心
と
な
っ
て
い
る
保
存
会
の

メ
ン
バ
ー
は
皆
、
60
代
～
70
代
で
す
。
今
は
、
こ

の
地
区
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
、
子
ど
も
の
こ
ろ

に
、
こ
の
地
で
暮
ら
し
、
今
も
こ
の
地
に
愛
着
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
子
や
孫
は
、
こ

こ
で
暮
ら
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
若
い
世
代
に
、
私
た
ち
の
活
動
を
引
き
継
い
で

も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
。

　

伝
健
地
区
に
な
っ
た
こ
と
で
、
若
い
世
代
や
地

区
外
の
人
た
ち
の
東
谷
地
区
に
対
す
る
意
識
が
変

化
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
活
動
を
続
け
て
い

く
中
で
、
そ
の
答
え
を
見
つ
け
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

保
存
会
の
活
動
を
通
し
て

み
ん
な
が
１
つ
に
な
れ
た

　

「
伝
建
地
区
」
と
い
う
目
標
に
向
け
て
地
区
内

の
機
運
が
高
ま
る
中
で
、
私
も
何
か
お
手
伝
い
が

で
き
た
ら･･･

と
思
い
、
女
性
部
の
仲
間
と
一
緒

に
荒
谷
町
で
「
山
野
草
か
ふ
ぇ
」
を
開
き
ま
し
た
。

４
集
落
﹁
あ
い
お
す
﹂
を

未
来
へ
つ
な
げ
た
い

　

平
成
18
年
以
降
、
私
た
ち
は
地
区
の
保
存
の
た

め
の
調
査
、
先
進
地
視
察
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
な
ど
、
手
探
り
の
状
態
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

続
け
て
き
ま
し
た
。

　

「
あ
い
お
す
祭
り
」
も
そ
の
１
つ
。
「
あ
い
お

す
」
は
東
谷
地
区
４
町
（
荒
谷
、
今
立
、
大
土
、

杉
水
）
の
頭
文
字
で
す
。
１
つ
１
つ
の
町
は
小
さ

く
、
祭
り
を
す
る
に
も
大
変
で
す
が
、
４
町
が
ま

と
ま
っ
て
開
催
し
た
こ
と
で
、
地
区
内
外
か
ら
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
活
動
の
成
果
も
あ
り
、
東
谷
地
区

は
昨
年
、
国
の
重

伝
建
地
区
に
選
定

さ
れ
ま
し
た
。
し

か
し
、
１
つ
の
区

切
り
が
つ
い
た
と

は
言
え
、
ま
だ
ま

だ
課
題
は
あ
り
ま

す
。
今
、
一
番
の

課
題
は
私
た
ち
の

山中温泉ひがしたに地区
保存会 会長
中野廣巳さ　

　ん

（大土町出身）

山中温泉ひがしたに地区
保存会 女性部 代表

新宅美代さ　
　ん

（杉水町出身）

保存会女性部
谷口はる子さ　

　ん

山野草かふぇの人気おやつ、
特製の手作りよもぎ団子も、
ぜひ食べてみて！

荒谷町在住
小橋政利さ　

　ん

子どものころからこの家で、
この 町 で 育 ってきた ん や。
ずっとここで暮らしたいな。

今立町在住
海道久子さ　

　ん

生まれも育ちも今立よ。いつ
も町のみんなで助け合ってき
たんよ。

杉水町「そば工房権兵衛」
店主　霜下照夫さ　

　ん

古民家を利用し、16 年前か
らそば屋を開業。春になった
ら食べに来て！

今立町在住
表　芳子さ　

　ん（右）
下口一枝さ　

　ん （左）
今立は居心地がいい。友達と
のおしゃべりも楽しいわ～。

“ひがしたに応援団”になって
　　一緒に活動しませんか！

▲あいおす祭りの様子
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な
っ
た
の
で
、
恩
返
し
し
た
い
と
思
い
、
空
き
家

対
策
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

東
谷
の
家
々
は
貴
重
な
文
化
財
で
す
が
、
長
年

放
置
さ
れ
た
ま
ま
の
空
き
家
も
多
い
で
す
。
ま
た
、

人
が
住
ん
で
い
て
も
、
高
齢
者
ば
か
り
な
の
で
、

な
か
な
か
手
入
れ
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
は
そ
ん
な

家
々
の
実
態
把
握
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

昨
年
、
大
土
町
で
田
舎
暮
ら
し
を
体
験
す
る
ツ

ア
ー
を
企
画
し
た
と
こ
ろ
、
５
組
の
申
込
が
あ
り

ま
し
た
。
こ
ん
な
山
奥
に
来
る
人
が
い
る
だ
ろ
う

か
？
と
思
っ
て
い
た
私
に
は
、
と
て
も
驚
き
の
結

果
で
、
将
来
に
期
待
を

寄
せ
る
も
の
と
な
り
ま

し
た
。

　

将
来
の
東
谷
地
区
住

民
の
た
め
に
、
今
後
も

一
歩
一
歩
、
活
動
を
進

め
て
い
き
た
い
で
す
。

　

現
在
は
冬
期
間
の
た
め
休
業
し
て
い
ま
す
が
、

毎
週
日
曜
日
に
営
業
し
て
い
ま
す
。
最
初
は
近
所

の
人
だ
け
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
が
、
３
年
目
を
迎

え
、
市
外
か
ら
も
お
客
さ
ん
が
来
て
く
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
４
町
の
み
ん
な
が
１
つ
に
な
っ

て
頑
張
っ
て
き
た
結
果

だ
と
思
い
ま
す
。
活
動

を
通
し
て
み
ん
な
の
気

持
ち
が
１
つ
に
な
っ
た

こ
と
、
町
民
同
士
の
交

流
が
増
え
た
こ
と
が
、

本
当
に
良
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。

　

来
年
度
は
、
雪
の
量
に
も
よ
り
ま
す
が
、
４
月

ご
ろ
か
ら
カ
フ
ェ
を
営
業
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
古
民
家
の
ゆ
っ
た
り
と
し
た
雰
囲
気
を
ぜ
ひ

味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。

﹁
東
谷
に
住
み
た
い
﹂
人
を
応
援
し
た
い

　

私
は
今
立
町
出
身
で
す
が
、
今
は
市
内
の
別
の

地
区
に
住
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
地
に
愛

着
が
あ
り
、
町
の
人
た
ち
に
も
本
当
に
お
世
話
に

荒谷町在住
山城みよさ　

　ん

囲炉裏って便利よ～。暖かい
し、コトコト煮物も作れるし、
今でも重宝してるの。

保存会理事
河原幸一さ　

　ん

古い家の管理は大変だけど、
先祖から受け継いだ家だから
大切にしたい。

今立町在住
下出チヨさ　

　ん

畑で野菜を作って子や孫にあ
げるんや。近所に友達もおる
し、毎日楽しいわ。

金沢工業大学・谷研究室と
石川工業高等専門学校・道地研究室の学生

東谷では、初めて見るものや体験することがいっぱい。町の皆
さんも温かく迎えてくれる。一緒に東谷を良くしていきたい！

“加賀東谷” が好き

加賀東谷空き家対策
協議会 会長
越前　進さ　

　ん

（今立町出身）

ひがしたに応援団募集中！
　保存会と一緒に炭焼窯の復活や古道の整
備、農業体験、空き民家の活用などの活動
をサポートしてくれる人を募集しています。
応援団員の特典
・保存会発行の「ひがしたに通信」をお届け
・イベントのご案内
・ 東谷特製カレンダー、東谷オリジナルポス

トカード、野菜市・山野草カフェの割引券
などをプレゼント

年会費　1,000円
※詳しくはお問い合わせください。

�・問山中温泉ひがしたに地区保存会事務所
☎・578-1080

　aios-21@space.ocn.ne.jp

▲山野草かふぇの看板メニュー「野菜カレー」

▲ ツアーでは自然の中でいろいろな体験
ができます
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税
の
申
告
は

    
お
早
め
に

申
告
期
間
　
２
月
16
日
㈭
〜
３
月
15
日
㈭

 
期
限
間
近
は
大
変
混
雑
し
ま
す確

定
申
告
は
小
松
税
務
署
で

　
　
　
　
　
　
　

 
   

市
内
に
在
住
の
人
が
確
定
申
告
を
す
る
場
合

は
、
小
松
税
務
署
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
給
与
や
年
金
の
み
の
所
得
の
人
に

つ
い
て
は
、
申
告
期
間
中
に
限
り
市
役
所
で
も

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

市
役
所
で
の
申
告
受
付

 

と　

き　

2
月
16
日
㈭
～
3
月
15
日
㈭　

　
　
　
　

８
時
45
分
～
17
時　

※�

月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の
み
受
付
可
能
（
た
だ

し
2
月
26
日
㈰
は
9
時
～
16
時
で
受
付
）

※�

所
得
税
の
還
付
申
告
は
、
2
月
1
日
㈬
か
ら

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ　

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル

申
告
に
必
要
な
も
の

①
給
与
や
年
金
の
源
泉
徴
収
票

②
各
種
控
除
を
受
け
る
た
め
の
領
収
書
や
証
明
書

③
印
鑑
（
認
印
）

※�

所
得
税
の
還
付
申
告
の
場
合
は
、
本
人
の
口
座

番
号
が
分
か
る
も
の
を
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
事
項

・�

営
業
や
不
動
産
、
農
業
な
ど
の
収
支
に
よ
る       

　

申
告
、
住
宅
借
入
金
特
別
控
除
、
株
式
・
土

　

地
な
ど
の
譲
渡
、
本
人
死
亡
の
場
合
の
申
告

　

相
談
は
小
松
税
務
署
で
お
願
い
し
ま
す
。

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は
、
あ
ら
か
じ  

   

め
医
療
を
受
け
た
人
、
病
院
な
ど
ご
と
に
集

　

計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

・�

市
役
所
の
受
付
時
間
は
8
時
45
分
〜
17
時
で

　

�

す
。
申
告
相
談
の
た
め
の
時
間
外
来
庁
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

所
得
税
が
還
付
に
な
る
人

　

平
成
23
年
中
に
所
得
税
を
給
料
や
年
金
な
ど

か
ら
の
天
引
き
に
よ
り
徴
収
さ
れ
た
人
の
う

ち
、
次
の
よ
う
な
人
は
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

①
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
人

②
住
宅
を
ロ
ー
ン
で
購
入
し
た
人

③
災
害
や
盗
難
で
損
害
を
受
け
た
人

④�

年
の
途
中
で
退
職
し
、
再
就
職
し
て
い
な
い

人

※�

所
得
税
の
還
付
申
告
は
1
月
か
ら
で
き
ま
す

が
、
市
役
所
で
の
受
付
は
2
月
1
日
㈬
〜
3

月
15
日
㈭
ま
で
の
期
間
に
限
ら
れ
ま
す
の

で
、
そ
れ
以
外
の
期
間
は
小
松
税
務
署
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

 

　
　
市
県
民
税
の
申
告
を

　
　
　
　
　
　

お
忘
れ
な
く                  

　　　

平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
市
内
に
在
住
す

る
人
は
市
県
民
税
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
告
の
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。

①�

収
入
が
給
与
の
み
で
、勤
務
先
か
ら
市
役
所
へ

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合

②�

65
歳
未
満
（
昭
和
22
年
1
月
2
日
以
後
生
ま

れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金
な
ど
の
み
で
、

98
万
円
以
下
の
場
合

③�

65
歳
以
上
（
昭
和
22
年
1
月
1
日
以
前
生
ま

れ
）
で
、
収
入
が
公
的
年
金
な
ど
の
み
で
、

1
４
８
万
円
以
下
の
場
合

④
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る
場
合

⑤�

平
成
23
年
中
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
の

扶
養
親
族
に
な
っ
て
い
た
場
合

　

次
の
人
は
国
民
健
康
保
険
税
や
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
の
軽
減
措
置
を
受
け
る
た
め
に
申

告
が
必
要
で
す
。

・
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い

　

る
人

・
所
得
が
な
く
、
市
内
在
住
者
の
扶
養
に
な
っ

　

て
い
な
い
人
。
ま
た
、
市
内
在
住
者
の
扶
養

　

に
な
っ
て
い
て
も
、
市
役
所
で
各
種
証
明
書

　

の
発
行
を
受
け
た
い
人
は
申
告
が
必
要
で
す
。

　
　
　

所
得
税
の

         　

確
定
申
告
は 

         　
　

ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
で

　
ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
で
所
得
税
の
確
定
申
告
を
す
る

と
こ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

◦
最
大
４
、
０
０
０
円
の
税
額
控
除

◦
還
付
金
が
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー

◦
添
付
書
類
の
提
出
省
略

◦
24
時
間
受
付
可
能

※�

ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
を
利
用
す
る
場
合
、
あ
ら
か
じ

め
電
子
証
明
書
付
き
の
住
基
カ
ー
ド
を
窓
口

課
で
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。
（
手
数
料
が
１
、

０
０
０
円
か
か
り
ま
す
）

 http://w
w

w
.e-tax.nta.go.jp/

問
小
松
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　

☎
０
７
６
１
‐
２
２
‐
１
１
７
１

所得税

市県民税

※
申
告
に
よ
り
所
得
税
が
も
ど
る
人
は
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
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市県民税の出張申告受付を行います

　
　
　

平
成
23
年
分
所
得
税

　
　

︵
平
成
24
年
度
市
県
民
税
︶

　
　
　
　

の
主
な
改
正
点

　
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る

　

          
扶
養
控
除
の
見
直
し

　   

平
成
22
年
度
に
創
設
さ
れ
た
子
ど
も
手
当
の

給
付
に
伴
い
、
年
少
扶
養
親
族
（
16
歳
未
満
の

扶
養
親
族
）
に
係
る
扶
養
控
除
（
所
得
税
38
万

円
、
市
県
民
税
33
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
市
県
民
税
を
算
定
す
る
際
に
は
、

年
少
扶
養
親
族
も
含
め
た
扶
養
親
族
の
人
数
に

よ
っ
て
、
所
得
割
額
や
均
等
割
額
を
非
課
税
と

す
る
所
得
範
囲
が
決
ま
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
年
末
調
整
や
確
定
申
告
、
市
県
民

税
の
申
告
の
際
に
は
、
扶
養
控
除
の
対
象
に
な

ら
な
い
場
合
で
も
、
必
ず
年
少
扶
養
親
族
を
含

め
た
扶
養
親
族
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

16
歳
～
18
歳
の
特
定
扶
養
親
族
の  

                  

控
除
額
の
見
直
し

　
　

   

高
校
の
授
業
料
無
償
化
に
伴
い
、
16
歳
～
22

歳
の
特
定
扶
養
親
族
の
う
ち
、
16
歳
～
18
歳
の

扶
養
親
族
に
係
る
控
除
額
の
上
乗
せ
部
分
（
所

得
税
25
万
円
、
市
県
民
税
12
万
円
）
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

　

控
除
額
は
一
般
の
扶
養
親
族
と
同
額
（
所
得

税
38
万
円
、
市
県
民
税
33
万
円
）
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
19
歳
～
22
歳
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
同
様
の
控
除
額
（
所
得
税
63
万
円
、
市
県
民

税
45
万
円
）
で
す
。

同
居
特
別
障
害
者
の

　
　
　
　
　

控
除
内
容
の
見
直
し

　

こ
れ
ま
で
は
、
扶
養
親
族
が
特
別
障
害
者

で
、
納
税
者
本
人
、
本
人
の
配
偶
者
、
本
人
と

生
計
を
一
に
す
る
親
族
の
う
ち
、
い
ず
れ
か
と

同
居
の
場
合
は
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控

除
の
額
に
、
所
得
税
の
場
合
は
35
万
円
（
市
県

●
確
定
申
告
の
相
談

と　

き　

2
月
1
日
㈬
～
29
日
㈬

　
　
　
　

9
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

　
　
　
　

※
土
・
日
曜
日
を
除
く

と
こ
ろ　

市
役
所
1
階
市
民
ホ
ー
ル

税務相談

   

税
理
士
に
よ
る

　
　
　
　
　

無
料
相
談

民
税
は
23
万
円
）
を
加
算
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
し
た
が
、
年
少
扶
養
親
族
に
対
す
る
扶
養

控
除
の
廃
止
に
伴
い
、
平
成
23
年
分
（
平
成
24

年
度
）
か
ら
は
、
配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控

除
の
額
へ
の
加
算
に
代
え
て
障
害
者
控
除
の
額

が
、

所
得
税
の
場
合
は
40
万
円
か
ら
75
万
円
に
、

市
県
民
税
の
場
合
は
30
万
円
か
ら
53
万
円
に
、

引
き
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※�

配
偶
者
控
除
ま
た
は
扶
養
控
除
へ
の
加
算
か

ら
障
害
者
控
除
へ
の
加
算
に
変
わ
っ
た
だ
け

で
、
実
質
の
控
除
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
16
歳
未
満
の
障
が
い
の
あ
る
人
を
扶

養
し
て
い
る
場
合
は
、
扶
養
控
除
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
が
、
障
害
者
控
除
は
適
用
さ
れ
ま

す
の
で
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
、
市
県
民
税

の
申
告
の
際
に
は
必
ず
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

問
所
得
税
に
関
す
る
こ
と

　

小
松
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

　

☎
０
７
６
１
‐
２
２
‐
１
１
７
１

問
市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

税
料
金
課
（
市
民
税
係
）

　

☎
７
２
‐
７
８
１
５

受付日 受付時間 受付場所 受付対象地区
2月15日㈬ 9時～12時 橋立地区会館 橋立地区

2月16日㈭ 9時～12時 作見地区会館 作見地区

2月17日㈮ 9時～16時 動橋地区会館 動橋、分校地区

2月20日㈪ 9時～12時 塩屋地区会館 塩屋、吉崎、大聖寺瀬越町

2月21日㈫ 9時～12時 勅使地区会館 勅使、東谷口地区

2月22日㈬ 9時～16時 山中温泉支所1階ホール 山中温泉地区

2月23日㈭ 9時～16時 山代地区会館 山代、庄地区

2月24日㈮ 9時～16時 片山津地区会館 片山津、湖北、金明地区

            

（
税
理
士
相
談
コ
ー
ナ
ー
）

●
所
得
税
・
消
費
税
の
相
談

対　

象　

�

所
得
金
額
が
３
０
０
万
円
以
下
の
事

業
所
得
者
、
給
与
所
得
者
、
年
金
受

給
者
な
ど
の
人

と　

き　

２
月
22
日
㈬
～
24
日
㈮　
　
　
　
　

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
、
13
時
～
16
時　

と
こ
ろ　

小
松
商
工
会
議
所
４
０
２
号
室

　
　
　
　

（
小
松
市
園
町
ニ
‐
１
）

問
北
陸
税
理
士
会
小
松
支
部　

　
　
　

☎
０
７
６
１
‐
２
４
‐
６
８
０
１

市県民税の扶養控除等の全体像

上乗せ分
12万円
〈25万円〉

一般扶養控除
33万円
〈38万円〉

〈〉内は所得税算定の際の扶養控除

廃止

廃止

【適用時期】
　住民税は平成24年度から
　所得税は平成23年分から〔　　　　　　　　　 〕

一般扶養
控除
33万円
〈38万円〉

特定扶養
控除
45万円
〈63万円〉

老人扶養
控除
38万円
〈48万円〉

一般扶養控除
33万円
〈38万円〉

一般扶養控除
33万円
〈38万円〉

15 16 18 19 22 23 69 70 〈年齢〉

税法改正
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区分
加賀市

初任給 採用2年経過

大学卒 17万2,200円 18万5,800円

高校卒 14万 100円 14万9,800円

職員の初任給［一般行政職］（平成23年4月1日現在）

部門別職員数の状況　　 （平成23年4月1日現在）

区分
部門

職　員　数
前年度比較平成23年

4月1日現在
平成22年
4月1日現在

一
般
行
政
部
門

議 会 7 7 0
総 務 86 81 5
税 務 27 27 0
農林水産 11 11 　0
商 工 19 22 －3
土 木 57 56 1
民 生 163 161 2
衛 生 43 42 1
小 計 413 407 6

特
別

行
政
部
門

教 育 73 77 −4
消 防 109 109 0
小 計 182 186 −4

一 般 会 計 計 595 593 2

公
営
企
業
等

会
計
部
門

病 院 280 289 －9
水 道 17 18 －1
下 水 道 5 5 0
そ の 他 24 22 2
小 計 326 334 −8

合　　　計 921 927 −6
※ 職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する

休職者、派遣職員などを含み、臨時または非常勤職員を除いています。

区　分 給料（報酬）月額 期末手当 計（一人当たりの年額）

市　長 90万円 371万7,000円 1,451万7,000円

副市長 75万円 309万7,500円 1,209万7,500円

議　長 53万5,000円 220万9,550円 862万9,550円

副議長 46万円 189万9,000円 741万9,800円

議　員 43万円 177万5,900円 693万5,900円

特別職の報酬など　　　　　　　　　  （平成24年1月1日現在）

※ 期末手当の額は、給料（報酬）月額×1.4×2.95カ月分（６月期：１.40カ月、１２月期：１.55カ月分）です。

歳出額に占める人件費の割合　　　　　  　（平成23年度一般会計12月補正後）

※�人件費（Ｂ）は、特別職の報酬を含みません。

歳出額（Ａ）
人件費（Ｂ） 人件費率

（Ｂ/Ａ）職員給与費 退職手当 計

304億5,760万円 39億8,090万円 8億2,630万円 48億720万円 15.8％

区　分 給　料 期末・勤勉手当 職員手当 共済費 合計

年 総 額 21億3,264万円 7億4,271万円 3億9,896万円 7億659万円 39億8,090万円
[32億7,431万円]

年平均額 357万円 124万円 67万円 118万円 666万円
[548万円]

職員給与費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成23年度一般会計12月補正後）

※合計欄の［　］内の額は共済費を除いた実支給額です。

区　分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

加賀市 32万2,800円 43.9歳 25万3,100円 52.8歳

石川県 33万    523円 42.7歳 33万5,084円 50.2歳

職員の平均給料月額および平均年齢　　（平成23年4月1日現在）

※ 平均給料月額には、手当は含みません。
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主な手当（平成24年1月1日現在）

区　分 支　給　額　な　ど
加　　賀　　市 国

期末手当
勤勉手当
[支給率]

期末手当 勤勉手当

同　左

6月期 1.225カ月分 0.675カ月分
12月期 1.375カ月分 0.675カ月分

計 2.60カ月分 1.35カ月分

扶養手当  [月額]

配偶者：13,000円
配偶者以外の扶養親族：一人 6,500円
配偶者がいない場合の扶養親族：一人目 11,000円、その他の扶養親族一人 6,500円
※�満16歳から満22歳までの子ども一人につき5,000円加算

住居手当  [月額] 借家など　家賃の額に応じて支給（限度額は27,000円）

通勤手当  [月額] 公共交通機関などの利用者　運賃相当額（限度額は55,000円）
自動車などの利用者　通勤距離（片道2km以上）に応じた額（2,000円～24,500円）

時間外手当 正規の勤務時間を超えて勤務した場合
勤務1時間あたりの給与額×（125／100～160／100）×時間数

退職手当  [支給率]

自   己   都   合 定　   年
勤続20年 23.50カ月分 30.55カ月分
勤続25年 33.50カ月分 41.34カ月分
勤続35年 47.50カ月分 59.28カ月分
最高限度額 59.28カ月分 59.28カ月分

　
市
職
員
の
給
与
や
人
事
行
政
の
状
況
な
ど
を
市
民
の

皆
さ
ん
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
そ
の
状
況
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
市
職
員
の
給
与
は
、
国
や
ほ
か
の
自
治
体
、
民
間
企

業
な
ど
の
実
態
を
考
慮
し
て
﹁
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
﹂
な
ど
で
決
定
し
て
い
ま
す
。

問
総
務
課
（
人
事
係
）　

☎
７
２
ー
７
８
０
０

支出項目の区分
10月～12月分 平成23年度累計

件数 金額 件数 金額

懇談会費（文化振興事業に伴う懇談会） 1 1,365 1 1,365

会費（祝賀会会費、懇親会会費など） 17 80,096 65 304,682

祝金・祝品・記念品（叙勲受賞祝など） 3 12,128 22 88,776

香典（金・花） 3 30,000 12 130,000

その他 0 0 1 10,000

諸経費 0 0 0 0

合　　　計 24 123,589 101 534,823

（単位：円）

加賀市交際費の執行状況
　平成23年10月から12月まで3カ月間の
市の交際費について、執行状況のあらま
しを公表します。なお、毎月の執行状況
は、市ホームページで見ることができま
す。また、個別の支払年月日・事由・金
額・相手方などの一覧は、秘書課で閲覧
できます。
問秘書課　☎72-1115

市職員の
給与状況
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生活情報便

加
賀
片
山
津
温
泉
新
総
湯
の
名
称
が
決
定
！

街
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
「
街ま
ち
湯ゆ

」
　

♨

温 泉

　

加
賀
片
山
津
温
泉
で
は
、
現
在
、
新
し

い
総
湯
の
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
名
称

選
考
会
の
審
査
と
市
議
会
の
議
決
を
経
て
、

新
総
湯
の
施
設
名
が
決
定
し
、
今
後
は
新

総
湯
を
中
心
に
新
し
い
イ
メ
ー
ジ
の
「
加

賀
片
山
津
温
泉
」
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

　

片
山
津
温
泉 

総
湯 

　

→
加
賀
片
山
津
温
泉 

街
湯

　

片
山
津
温
泉 

総
湯
公
園

　

→
加
賀
片
山
津
温
泉 

街
湯
公
園

決
定
の
理
由

▪�

今
後
は
、
加
賀
温
泉
郷
全
体
と
し
て
の

発
信
を
重
視
す
る
こ
と
か
ら
、
地
名
を

表
す
「
加
賀
」
を
付
け
「
加
賀
4

4

片
山
津

温
泉
」
と
し
ま
し
た
。

▪�

シ
ン
プ
ル
な
表
現
で
飽
き
る
こ
と
が
な

く
、
施
設
の
持
つ
洗
練
さ
や
街
再
生
の

シ
ン
ボ
ル
に
も
ふ
さ
わ
し
い
こ
と
か
ら
、

「
街
湯
」
と
し
ま
し
た
。

問
観
光
交
流
課　

☎
７
２
︲
７
９
０
６

年 金

医療費

自
動
引
き
落
と
し
で
納
め
忘
れ
を
防
止

医
療
費
の
窓
口
負
担
を
軽
減

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
は
口
座
振
替
で

外
来
診
療
で
も
限
度
額
認
定
証
が
適
用
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口
座

振
替
を
利
用
で
き
ま
す
。
保
険
料
が
自
動

的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
、
金
融
機
関

な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
上
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
で
す
。

　

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
月
々
50
円
割

引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
現
金
納
付
よ
り
も

割
引
率
が
多
い
６
か
月
前
納
・
１
年
前
納

も
あ
り
ま
す
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
る
に
は
申
請
手
続

　

４
月
１
日
か
ら
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」
を
提
示
す
れ
ば
、

限
度
額
を
超
え
る
分
を
支
払
う
必
要
が
な

く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
高
額
な
外
来

診
療
を
受
け
、
１
カ
月
分
の
窓
口
負
担
が

自
己
限
度
額
以
上
に
な
っ
た
場
合
、
い
っ

た
ん
そ
の
金
額
を
支
払
っ
て
い
た
だ
き
、

後
で
医
療
保
険
者
か
ら
高
額
療
養
費
と
し

て
返
金
し
て
い
ま
し
た
。

※�

保
険
薬
局
や
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
に

つ
い
て
も
同
様
の
取
り
扱
い
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

統 計

経
済
セ
ン
サ
ス
︲
活
動
調
査

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

経
済
セ
ン
サ
ス
︲
活
動
調
査
は
全
て
の

企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
行
わ
れ
る
調
査

で
、
平
成
24
年
２
月
１
日
を
基
準
日
と
し

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
統
計
法
で
は
基
幹

統
計
調
査
（
特
に
重
要
な
調
査
）
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
、
調
査
を
受
け
る
事
業
所

に
は
報
告
の
義
務
が
あ
り
ま
す
。

　

１
月
中
旬
か
ら
、
調
査
員
証
を
身
に
付

け
た
県
知
事
任
命
の
調
査
員
が
、
調
査
に

伺
っ
て
い
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
・
重
要
性

を
理
解
い
た
だ
き
、
調
査
票
の
提
出
に
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
調
査
員
を
装
っ
た
「
か
た
り
調

査
」
が
疑
わ
れ
る
場
合
や
発
生
し
た
場
合

に
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
企
画
課
（
広
報
統
計
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
０
２

き
が
必
要
で
す
。
平
成
24
年
度
の
１
年
分

の
前
納
を
希
望
す
る
人
は
、
２
月
中
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

持�

ち
物　

納
付
書
ま
た
は
年
金
手
帳
、
通

帳
、
金
融
機
関
届
出
印

申�

請
先　

保
険
年
金
課
、
山
中
温
泉
支
所
、

各
出
張
所
、
小
松
年
金
事
務
所
（
☎
０

７
６
１
︲
２
４
︲
１
７
９
１
）
、
ま
た

は
希
望
の
金
融
機
関

問
保
険
年
金
課　

☎
７
２
︲
７
８
６
１

　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
交
付
を
受
け
る

に
は
、
加
入
す
る
医
療
保
険
者
に
事
前
に

申
請
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方
法

や
自
己
負
担
限
度
額
な
ど
詳
し
く
は
、
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

�

・
問�

◦�

加
賀
市
国
民
健
康
保
険
ま
た
は

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の
加
入
者

　

保
険
年
金
課　

☎
７
２
︲
７
８
６
２

◦
右�

記
以
外
の
医
療
保
険
の
加
入
者

　

加
入
先
の
医
療
保
険
者
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　昨年 12月 26日に政府・与党確
認事項が公表され、今年度中に北
陸新幹線金沢〜敦賀間の建設が認
可される見通しとなりました。首
都圏からの誘客など観光面でも大
いに期待でき、心から歓迎するも
のです。
　ただし、敦賀までの開業では、
加賀市への観光客の 5割を占める
関西・中京方面との時間縮減効果
は限定的であり、敦賀駅でホー
ム・トゥ・ホーム方式により在来
線と結節するなど乗り継ぎへの対
応も必要となります。また、東海
道新幹線の代替補完機能を発揮す
るには、全線開業が不可欠ですが、
敦賀以西のルートは整備距離が短
く工期の短縮が可能な米原で結節
することが最適だと考えます。将
来、中央リニア新幹線が開業した
場合、東海道新幹線に余裕が生じ、
米原駅での乗り入れが可能となる
ことからも、最も合理的なルート
となります。
　この状況を踏まえ、来る 2月 5
日に「北陸新幹線建設促進加賀市
民会議」を設立します。多くの市
民や事業所の皆様のご賛同をいた
だきながら、市民の総意として、
一刻も早い着工と全線開業、市の
玄関口としてふさわしい加賀温泉
駅周辺の整備推進に向け、取り組
んでいきたいと考えています。

問交通対策室　☎ 72-7831

「北陸新幹線建設促進会議」の
発足に向けて

　～コラム～

北陸新幹線！

▲北陸新幹線金沢駅舎完成予想図

外国人

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正

外
国
人
住
民
の
住
基
台
帳
制
度
が
始
ま
り
ま
す

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に
よ
り
、
７

月
９
日
か
ら
外
国
人
住
民
に
も
住
民
票
が

作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

改
正
に
伴
い
、
現
行
の
外
国
人
登
録
法
は

廃
止
と
な
り
ま
す
。

◆
次
の
よ
う
な
人
に

住
民
票
を
作
成
し
ま
す

◦
適
法
に
３
カ
月
以
上
在
留
し
て
い
る
人

◦
住
所
を
有
し
て
い
る
人

※�

在
留
資
格
が
短
期
滞
在
の
人
や
在
留
資

格
が
な
い
人
に
は
住
民
票
は
作
成
さ
れ

ま
せ
ん
。
住
民
票
が
必
要
な
人
は
、
お

早
め
に
入
国
管
理
局
で
在
留
資
格
の
取

得
な
ど
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
外
国
人
登
録
証
明
書
」
が

変
わ
り
ま
す

　

改
正
後
も
、
し
ば

ら
く
は
お
手
持
ち
の

外
国
人
登
録
証
明
書

を
使
え
ま
す
が
、
下

表
の
と
お
り
切
り
替

え
が
必
要
で
す
。

�・問議会事務局　☎72-7965
　http://www.city.kaga.ishikawa.jp/gikai/gikai.html

★

市民
が主役

★
み
ん
な
で
作

ろう！みんなの
目

標
&
ル
ー
ル

 このコーナーでは、平成 24 年度
施行予定の「市民が主役の条例」
について、お知らせします。

 　検討委員会では、毎月 2、3回会議を重ねています。興
味のある人はぜひ見学してください。
2月の会議日程

会　議 と　き ところ
第23回

全体会議
2月3日㈮
19時30分～21時

市役所別館3階
301会議室

第24回
全体会議

2月16日㈭
19時30分～21時

市役所別館3階
302･303会議室

第25回
全体会議

2月23日㈭
19時30分～21時

市役所別館3階
302･303会議室

※ 傍聴希望の人は、開催日の5日前までに議会事務局へ
電話で申し込んでください。会場の都合により、傍聴
は原則10人程度の先着順とします。

※ 会議の結果や次回会議の開催日などは、市議会ホーム
ページでも掲載しています。

「2 月の会議開催日程をお知らせします」

◆
正
確
な
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　

現
在
、
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る
人
に

つ
い
て
は
、
外
国
人
登
録
原
票
の
記
載
に

基
づ
い
て
仮
住
民
票
を
作
成
し
、
５
月
ご

ろ
に
、
そ
の
内
容
を
本
人
に
通
知
し
ま
す
。

　

新
制
度
へ
の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め

に
、
外
国
人
登
録
事
項
に
変
更
の
あ
る
人

は
、
速
や
か
に
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
在
留
資
格
・
在
留
期
間
の
変
更
は
、

住
民
票
の
作
成
に
関
わ
る
重
要
な
事
項
な

の
で
、
変
更
申
請
漏
れ
の
な
い
よ
う
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
窓
口
課　

☎
７
２
︲
７
８
８
１

対象者 新たに交付されるカード 交付場所
特別永住者 特別永住者証明書 市役所

上記以外の人 在留カード 入国管理局
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�・問全国健勝マラソン加賀温泉郷大会実行委員会事務局
　（スポーツ課内）　☎72-7985　572-7999
　sports@city.kaga.lg.jp

イベント・募集

とき・ところ：4月14日㈯　13時〜　　加賀市文化会館
　　　　　　　4月15日㈰　8時25分〜　陸上競技場スタート

第37回全国健勝マラソン
加賀温泉郷大会

ハローワーク加賀求人情報は
毎月5日、15日、25日に発行です
問ハローワーク加賀　☎72-8609
　商工振興課　☎72-7940

ハローワーク求人情報

▲天野文雄さん 

▲姉様キングス

昨年の大会（フルマラ
ソン部門）で 優 勝し
た三谷健一さん（三重
県四日市市）

▲

　長年「日本海大会」として親しまれてきたマラソン大会を、より多くの人が楽
しんで参加できる「加賀温泉郷大会」としてリニューアルし、開催します。フル
マラソンから2㎞ジョギングまで多くの種目があります。ぜひご参加ください。
　また、ゲストランナーに増田明美さ　

　んを迎え、数々のイベントを行います。

《大会前日　4月14日㈯》
◦選手受付（13時～16時）
◦新作ランニングウエア発表会（14時・15時）
　ミズノ㈱提供のランニングウエアの発表会。抽選で人
気ウエアをプレゼント！
◦開会式・前夜祭（16時～）
　増田明美さ　

　んを交えて交流会を行います。その場でたく
さんの賞品が当たるお楽しみ抽選会も行います。

大会出店者・広告主募集中！
◦�大会当日または前日に商品や物産などを販売する「お
もてなし店舗」の出店者を募集しています。出店希望
者は2月15日㈬までに事務局へお申込ください。

◦�大会プログラムに広告を掲載してくれる企業を募集し
ています。料金は広告の大きさにより異なりますので、
詳しくは事務局へお問い合わせください。

《大会当日　4月15日㈰》
◦各コーススタート（8時25分～）
　フルマラソン、ハーフマラソン、10㎞、5㎞、3㎞、
2㎞、2㎞ジョギング、車いすハーフの各コースがあり
ます。参加希望者は、事前にお申込ください。
申�込方法　�郵便振替、インターネット、事務局へ直接持

参のうちいずれかで申込。
申�込締切　�郵便振替で申込の場合は3月12日㈪、それ以

外の場合は3月14日㈬
※�参加費やコースなど詳しくは事務局に問い合わせるか、
各地区会館や体育施設に配置してある大会要項をご確
認ください。市ホームページにも掲載しています。

　文字による情報を利用することが困難な人に、広報の内容を点字にして、また
はカセットテープに録音して、自宅へ郵送します。

�・問社会福祉協議会　☎72-1500（担当：吉倉）

点字・音訳版「広報かが」を知っていますか？

と　き：2月25日㈯　13時30分〜15時
ところ：市民会館3階　大ホール

男女共同参画講演会
“音曲漫才”でパワー全開！

演　題　�音曲漫才でパワー全開！～笑って越えよう「らしさ」の垣根～
講　師　姉様キングス
※�参加無料、申込不要。
※�託児室あります。託児希望者は2月17日㈮までにご連絡ください。

　落語家の桂あやめさ　
　んと林家染

そめ

雀
じゃく
さ　
　んによって結成された音曲漫才ユニット「姉様

キングス」は、性別・キャリア・学歴などの違いを越え、ジェンダーフリー＆
ボーダーレスに活動中。全国各地で三味線とバラライカを手に、小唄・都

ど

々
ど

逸
いつ

・
阿
あ

呆
ほ

陀
だ

羅
ら

経
きょう

などに時事ネタを折り込んだ楽しい舞台を繰り広げています。

と　き：2月11日㈷　13時〜17時
ところ：セミナーハウスあいりす　アイリスホール

公開講座「敷
しき

地
じ
物
もの

狂
ぐるい

の魅力」

講�　師　天野文雄さ　
　ん（大阪大学名誉教授・能楽研究者）、大槻文藏さ　

　ん（観
かん

世
ぜ

流
りゅう

シ
テ方

かた

）、竹田真砂子さ　
　ん（国立劇場評議員・作家）、猪又宏治さ　

　ん（国立能楽堂 
企画政策課長）、八代有子さ　

　ん（フリーエディター）
定　員　120人（先着順）　※参加無料

　能楽「敷地物狂」の舞台は大聖寺敷地の菅
すご

生
う

石
いそ

部
べ

神社の境内です。室町時代に
廃曲になった幻の作品ですが、近年、能役者の大槻文

ぶん

藏
ぞう

さんによって復曲しまし
た。復曲に携わった天野文雄さ　

　んの講演を中心に、物語の背景や能楽についてお話
します。

問まちづくり課　☎72-7836

問文化課　☎72-7888　菅生石部神社　☎72-0412
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Event・Invitation

広報かが  2011.09
受講料：3,150円(月額) ※週1回の月4回
テキスト代：3,990円(初回のみ)
※別途、施設使用料が必要です。

マナー講座 開講中
と　き：月曜コース 10時～　火曜コース 19時～　木曜コース 13時～
ところ：加賀市市民会館 2階 和室

きちんとした礼儀作法やマナー、きものの着方を学びませんか？ ☆官公庁･学校･企業･団体様
　向けのビジネスマナーの
　出張講座も承ります。

〔お申し込み･お問い合わせ〕NPO法人伝統和文化マナーマイスター協会 南加賀支部
 　☎0800-200-8529(担当:福田) http://www.dentousya.jp/ wabunka-ishikawa@swan.ocn.ne.jp

※随時、入講できます

　廃棄物を集めた、いわゆる“ジャン
ク･アート”の巨匠として広く知られ
る現代美術作家･小野忠弘。米国の雑
誌『LIFE』でも「ジャンク･アート世界

の7人」に選ばれた小野氏の作品13点を展示しています。
と　き　4月中旬まで　9時～16時30分（水曜日休館）
ところ　みくに龍翔館（坂井市三国町緑ヶ丘4丁目2-1）
入館料　大人（高校生以上）300円　小人150円
問みくに龍翔館　☎0776-82-5666

と　き：2月1日㈬〜7月31日㈫　　※3カ月で絵を入れ替えます。
ところ：「温泉山中線」路線バス車内

　路線バスが美術館に変身！「温泉山中
線」のバス車内に沿線保育園の 5歳児が
描いた絵を展示します。子どもたちの描
いた絵でにぎやかに彩られたバスに、乗っ
てみませんか。
問交通対策室　☎72-7831　加賀温泉バス　☎73-5070

こども絵画展inバス
2月 その他の行事

開催日時 場　所
行　事　名

12日㈰　 大倉岳高原スキー場
市民体育大会（スキー競技）

25日㈯・26日㈰
白峰アルペン競技場・
白峰クロスカントリー
競技場

石川県民体育大会（冬季大会）

でかけてみませんか？　となりのまちへ
題
話

あわら市　第1回あわら市マイスター検定を開催します 坂 井 市　みくに龍
りゅう

翔
しょう

館
かん

企画展「小
お

野
の

忠
ただ

弘
ひろ

展」
　あわら市の観光・歴史・食など広く観光の知識を問う検
定です。「あわら市おもてなしハンドブック」から出題さ
れ、検定会場へのハンドブックの持ち込みが可能です。ハ
ンドブックは、あわら市観光協会および観光商工課で無料
配布しています。80％以上の正解で合格となります。
と　き　3月4日㈰　15時～16時（13時からの記念講演終了後）
ところ　あわら市中央公民館（あわら市市姫1-9-18）
申込締切　2月29日㈬　17時まで　※受検料は無料。

�・問�あわら市観光協会　☎0776-78-6767（平日）

　市では、昨年寄贈を受けた大聖
寺関町の「旧新家邸」を「（仮称）
加賀大聖寺人物館」として整備す
ることを検討しています。
　この人物館の意義を学ぶ講演会
を開催しますので、ぜひお越しく
ださい。あわせて、建物の価値や
整備の方針などについても報告し
ます。

演　題　�人物館の意義
講�　師　松田章一さ　

　ん

（金沢ふるさと偉人
館館長）
※�入場無料、申込不要。

問文化課　☎72-7888

　石川・福井の県境地域8市町のご
当地グルメを一堂に集め、来場者
による人気投票を行う「ご当地グ
ルメグランプリ」です。有名シェ
フの三

み

國
くに

清
きよ

三
み
さ　
　んのトークショーや

ゆるキャラ勢揃いなど、家族で楽
しめます。ぜひお越しください。

内　容　　※参加無料。
◦越前加賀県境エリアのご当地グルメ大集合（30ブース）
◦�三國清三さ　

　んが考案した地元食材を使ったレシピの発表と
試食会＆トークショー

◦ゆるキャラ勢揃い（石川県、福井県、8市町）
◦越前加賀の伝統芸能披露（はしご登り、火の太鼓など）
◦地産地消受注商談会ブース
問�越前加賀広域観光推進協議会事務局（石川県観光推進課

内）　☎076-252-1542（担当：信澤）

と　き：2月5日㈰　14時〜
ところ：大聖寺地区会館

と　き：2月19日㈰　10時〜16時
ところ：こまつドーム（小松市林町）

（仮称）加賀大聖寺人物館
整備に向けての講演会

越前加賀
ご当地グルメグランプリ2012

▲三國清三さん▲松田章一さん 

▲旧新家邸
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2012年（平成24年）

　　　 　●
市　政
チャンネル

２月

省
老
健
局
総
務
課
長
補
佐
）

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要
。

★
地
区
説
明
会

　

平
成
24
年
度
か
ら
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正

点
と
保
険
料
に
つ
い
て
、
右
表
の
と
お
り
各
地

区
で
説
明
会
を
行
い
ま
す
。

　

説
明
会
の
時
間
は
90
分
程
度
で
す
。
申
込
は

不
要
で
す
の
で
、
都
合
の
良
い
会
場
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
。

問�

長
寿
課　

☎
７
２
︲
７
８
６
９

介
護
保
険
制
度
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
介
護
保
険
制
度

が
変
わ
り
ま
す
。
講
演
会
と
地
区
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
講
演
会

　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
、

介
護
保
険
制
度
の
趣
旨
や
仕
組
み
を
理
解
し
、

こ
れ
か
ら
の
自
分
の
暮
ら
し
方
を
見
つ
め
る
機

会
に
し
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

３
月
４
日
㈰　

10
時
～
11
時
30
分

と�
こ
ろ　

市
民
会
館
３
階　

大
ホ
ー
ル

演�　

題　

住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
る

た
め
の
介
護
保
険
制
度
の
改
正
点
と
活
用
に

つ
い
て

講�　

師　

埼
玉
県
和
光
市
保
健
福
祉
部
長
寿
あ

ん
し
ん
課
長　

東と
う

内な
い

京
一
さ　
　

ん

（
元
厚
生
労
働

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を

譲
っ
て
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
無
償
で

「
譲
っ
て
も
い
い
」
「
譲
っ
て
ほ
し
い
」
と
い

う
人
に
登
録
を
し
て
も
ら
い
、
再
利
用
の
情
報

を
提
供
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
現
在
は
譲
っ

て
く
れ
る
人
の
登
録
が
少
な
い
状
況
で
す
。

　

皆
さ
ん
の
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

�

・
問
こ
ど
も
課
（
児
童
家
庭
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
５
６

臨
時
保
育
士
登
録
者
を

募
集
し
ま
す

　

市
内
の
保
育
園
で
臨
時
的
に
保
育
士
が
必
要

と
な
っ
た
と
き
に
、
働
け
る
人
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

若
干
名

勤
務
場
所　

市
内
の
公
立
保
育
園

応�

募
資
格　

保
育
士
資
格
を
取
得
、
ま
た
は
取

得
見
込
み
の
人

応�

募
方
法　

履
歴
書
に
資
格
証
明
の
写
し
を
添

え
て
、
こ
ど
も
課
に
提
出

応
募
締
切　

２
月
20
日
㈪

�

・
問
こ
ど
も
課
（
保
育
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
５
５

柴
山
潟
流
域

環
境
保
全
対
策
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

柴
山
潟
の
未
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
今
回
は
、
３
人
の
講
師
を
招
い
て
、
国
内

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
踏
ま
え
な
が
ら

「
地
域
の
宝
」
で
あ
る
柴
山
潟
を
良
好
な
状
態

で
保
全
す
る
方
策
や
、
地
域
の
連
携
の
仕
方
な

ど
を
考
え
ま
す
。

と　

き　

２
月
26
日
㈰　

13
時
30
分
～
16
時

と�

こ
ろ　

片
山
津
テ
リ
ー
ナ
ホ
ー
ル

　

（
片
山
津
地
区
会
館
）

講�　

師

◦�

永
坂
正
夫
さ　
　

ん

（
金
沢
星
稜
大
学
人
間
科
学
部

こ
ど
も
学
科
教
授
・
博
士
〔
理
学
〕
）

◦�

田
尻
浩
伸
さ　
　

ん

（
公
益
財
団
法
人 

日
本
野
鳥

の
会
／
鴨
池
観
察
館
チ
ー
フ
レ
ン
ジ
ャ
ー
・

博
士
〔
理
学
〕
）

◦�

高
橋　

久
さ　
　

ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
河
北
潟
湖
沼
研

究
所
理
事
長
・
博
士
〔
理
学
〕
）

※
入
場
無
料
、
申
込
不
要
。

問�

柴
山
潟
流
域
環
境
保
全
対
策
協
議
会
事
務
局

（
環
境
課
内
）　

☎
７
２
‐
７
８
９
０

地区説明会日程・会場
と　き ところ

3月1日㈭ 10時～ 大聖寺地区会館
〃 19時30分～ 　　　〃

3月2日㈮ 10時～ 松が丘町民会館
3月5日㈪ 13時30分～ 橋立地区会館
3月6日㈫ 10時～ 三木地区会館
3月7日㈬ 10時～ 南郷地区会館
3月8日㈭ 10時～ 塩屋地区会館
3月9日㈮ 10時～ 三谷地区会館
3月12日㈪ 10時～ 山代地区会館

〃 19時30分～ 　　 〃
3月13日㈫ 10時～ 金明地区会館
3月14日㈬ 10時～ 湖北地区会館
3月15日㈭ 10時～ 菅谷町会館
3月16日㈮ 10時～ 山中健康センター
3月19日㈪ 10時～ 滝・中津原農事集会場
3月21日㈬ 10時～ 山中温泉文化会館
3月22日㈭ 10時～ 動橋地区会館
3月23日㈮ 10時～ 分校地区会館
3月25日㈰ 10時～ 市民会館
3月26日㈪ 10時～ 庄地区会館
3月27日㈫ 10時～ 勅使地区会館
3月28日㈬ 10時～ 東谷口地区会館
3月29日㈭ 10時～ 片山津地区会館

〃 19時30分～ 　　　〃
3月30日㈮ 10時～ 作見地区会館
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（
上
限
：
１
０
０
万
円
）

応
募
期
限　

３
月
15
日
㈭

選�

考
審
査　

３
月
下
旬
に
、
面
接
・
書
類
審
査

を
行
い
ま
す
。

※�

応
募
書
類
な
ど
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
確
認
、
ま
た
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

�

・
問
商
工
振
興
課　

☎
７
２
︲
７
９
４
０

民
事
無
料
法
律
相
談

﹁
金
沢
大
学
法
律
相
談
所
﹂

　

借
地
や
借
家
、
金
銭
賃
貸
、
相
続
、
離
婚
な

ど
の
問
題
に
つ
い
て
、
金
沢
大
学
の
法
学
部
公

認
サ
ー
ク
ル
の
学
生
が
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

た
だ
し
、
労
働
問
題
や
刑
事
事
件
、
税
務
関
係
、

裁
判
・
調
停
中
の
も
の
は
除
き
ま
す
。

と�　

き　

３
月
３
日
㈯　

10
時
～
15
時
（
受
付

は
14
時
45
分
ま
で
）

と
こ
ろ　

市
民
会
館

※
相
談
無
料
、
申
込
不
要
。

問
金
沢
大
学
法
律
相
談
所
（
出
張
相
談
部
）

　

�

☎�

０
９
０
︲
１
１
４
８
︲
０
４
６
３
（
担
当
：
乾
）

　

 

http
://kind

aiho
so

.w
e

b
.fc2.co

m
/

　

地
域
福
祉
課　

☎
７
２
︲
７
８
５
４

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

入
札
参
加
資
格
の
申
請

　

加
賀
市
が
発
注
す
る
「
建
設
工
事
等
・
物
品

等
・
建
築
物
等
管
理
業
務
」
の
競
争
入
札
参
加

希
望
者
（
事
業
者
）
は
申
請
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

�

・
問
財
政
課
（
契
約
係
）

　

☎
７
２
︲
７
８
１
０

届
き
ま
し
た
か
？

小
・
中
学
校
の
入
学
通
知

　

平
成
17
年
４
月
２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
幼
児
の
小
学
校
入
学
通
知
書
と
、
平

成
11
年
４
月
２
日
～
平
成
12
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
児
童
の
中
学
校
入
学
通
知
書
を
１
月
末
に

発
送
し
ま
し
た
。

　

通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
住
所
・
氏
名
な
ど
に

異
動
が
あ
っ
た
場
合
や
不
明
な
点
が
あ
る
と
き

は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

★
就
学
校
の
変
更
手
続
き

　

市
内
の
小
中
学
校
へ
の
就
学
に
つ
い
て
は
、

指
定
さ
れ
た
学
校
に
就
学
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
特
別
な
理
由
が
あ
る
場
合

は
、
指
定
校
以
外
の
学
校
へ
の
就
学
が
認
め
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
、
ま
た

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

学
校
指
導
課

　

☎
７
２
︲
７
９
７
５

第
55
回
石
川
県
児
童
・
生
徒

科
学
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
作
品
展

　

今
年
度
の
石
川
県
科
学
作
品
コ
ン
ク
ー
ル
で
、

市
内
の
中
学
生
が
石
川
県
知
事
賞
お
よ
び
石
川

県
科
学
教
育
振
興
会
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
も
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
作

品
を
紹
介
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
１
日
㈬
～
19
日
㈰

と�

こ
ろ　

市
民
会
館
１
階
ロ
ビ
ー

内　

容

◦�

石
川
県
知
事
賞　

東
和
中
学
校
科
学
部

　

�

谷　

瑠り
ゅ
う

人と
さ　
　

ん

・
土は

生ぶ

晃あ
き

央ひ
ろ
さ　
　

ん

「
ウ
ユ
ニ
塩
原

の
塩
の
結
晶
を
作
ろ
う
」

◦
石
川
県
科
学
教
育
振
興
会
長
賞

　

山
中
中
学
校　

下
出
大た
い

貴き
さ　
　

ん

「
泡
の
研
究
」

問
学
校
指
導
課　

☎
７
２
︲
７
９
７
５

片
山
津
温
泉
商
店
街
に

出
店
し
ま
せ
ん
か
︵
最
終
募
集
︶

　

片
山
津
温
泉
の
商
店
街
に
新
規
に
出
店
す
る

事
業
者
に
対
し
て
、
開
店
費
用
を
助
成
し
ま
す
。

助�

成
金
額　

内
外
装
工
事
費
、
備
品
費
、
広
告

宣
伝
費
な
ど
の
諸
費
用
の
２
分
の
１
以
内

業種
期間

建設工事・コンサル
タント（追加申請）

物品等・建築物等管
理業務（追加申請）

申請書
交付期間 2月29日㈬まで（平日9時～17時）

申請書
受付期間 2月29日㈬まで（平日9時～17時）

資格
有効期間 平成24・25年度 平成24年度

※資格申請書は市ホームページからも取得できます。

◆議会情報　2月の委員会

会議名
と　き（上段）
ところ（下段）

教育民生委員会
8日㈬　10時～
301会議室

産業建設委員会
9日㈭　10時～
301会議室

総務委員会
14日㈫　10時～
301会議室

全員協議会
21日㈫　13時30分～
301会議室

※ 日程は変更することがあります。
※傍聴は先着順です。
※ 特別委員会（基地対策、議会活性化、

観光・交通、医療体制）についてはお
問い合わせください。

※議会ホームページにも掲載しています。
問議会事務局　☎72-7965

◆施設情報　2月の開館時間と休館日

施設名・
問い合わせ先

開館時間（上段）

休館日（下段）

加賀ごみ処理施設、
リサイクルプラザ、
廃棄物処分場
☎73‐5600

9時～16時

1、8、11、15、22、
29日

グリーン・
シティ山中
☎78‐5374

9時～16時

1、8、11、15、22、
29日

いきいきランド
かが ＡＩＭ　ＢＳ
☎72‐8011

10時～22時

1、8、15、22、
29日

ゆけむり健康村
ゆーゆー館
☎78‐5546

10時～22時

7、14、21、28日
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◦�

供
託
（
給
与
差
押
え
・
家
賃
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
）

※�

予
約
は
不
要
で
す
が
、
前
日
ま
で
に
予
約
す

る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
相
談
は
無
料
。

�

・
問
金
沢
地
方
法
務
局
総
務
課

　

☎
０
７
６
︲
２
９
２
︲
７
８
１
０

海
外
派
遣
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　

内
閣
府
で
は
毎
年
、
海
外
に
青
年
（
18
歳
～

40
歳
）
を
派
遣
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
い
ま
す
。
世
界
的
な
視
野

を
養
う
た
め
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
内
閣
府
青
年
国
際
交
流

　

☎
０
３
︲
３
５
８
１
︲
１
１
８
１

　

http
://w

w
w

.cao
.g

o
.jp

/

　

シ
ベ
リ
ア
戦
後
強
制
抑
留
者
に

特
別
給
付
金
を
支
給
し
て
い
ま
す

対�　

象　

旧
ソ
連
邦
ま
た
は
モ
ン
ゴ
ル
国
の
地

域
に
お
け
る
戦
後
強
制
抑
留
者
で
、
平
成
22

年
６
月
16
日
に
日
本
国
籍
を
有
す
る
存
命
の

人
。
平
成
22
年
６
月
16
日
以
降
に
亡
く
な
っ

た
人
の
相
続
人
は
請
求
で
き
ま
す
。

請
求
期
限　

３
月
31
日
㈯

※�

請
求
書
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
至
急
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
請
求
書
類
を
送
り
ま
す
。

※�

す
で
に
特
別
給
付
金
の
支
給
を
受
け
た
人
は
、

再
度
請
求
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
独
立
行
政
法
人
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎�

０
５
７
０
︲
０
５
９
︲
２
０
４
（
平
日
９

時
～
18
時
）

平
成
24
年
度 

自
衛
官
募
集

　

防
衛
省
自
衛
隊
で
は
大
学
卒
業
生
を
対
象
と

し
た
幹
部
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。

募�

集
種
目　

一
般
幹
部
、
技
能
、
医
科
、
歯
科
、

薬
剤
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
な
ど
の
コ
ー
ス
が
選
べ

ま
す
。

応�

募
資
格　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
人
、
大
学

院
卒
は
28
歳
未
満
の
人

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈬
～
４
月
27
日
㈮

試
験
日

　

１
次
：
５
月
12
日
㈯
（
筆
記
試
験
）

　
　
　
　

５
月
13
日
㈰
（
飛
行
要
員
の
み
）

　

２
次
：�

６
月
12
日
㈫
～
15
日
㈮
の
う
ち
指
定

す
る
１
日

�

・
問
自
衛
隊
小
松
地
域
事
務
所

　

☎
０
７
６
１
︲
２
４
︲
５
１
８
０

　

 

http://w
w

w
.m

od.go.jp/pco/ishikaw
a/

　

い
し
か
わ
﹁
食
﹂
の

て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ

　

石
川
県
内
の
ご
当
地
グ
ル
メ
が
大
集
合
！
楽

し
さ
、
お
い
し
さ
が
「
て
ん
こ
も
り
」
で
す
。

と　

き　

２
月
５
日
㈰　

10
時
～
16
時

と�
こ
ろ　

石
川
県
産
業
展
示
館
３
号
館

内　

容

◦�

ご
当
地
グ
ル
メ
ブ
ー
ス

◦��

大
学
生
に
よ
る
地
元
食
材
を
活
用
し
た
創
作

メ
ニ
ュ
ー
の
紹
介
・
販
売

◦�

石
川
の
新
ご
当
地
グ
ル
メ
お
披
露
目

◦�

ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
（
ゆ
る
キ
ャ
ラ
紹
介
、

特
産
品
抽
選
会
な
ど
）

※�

入
場
無
料
。
当
日
は
金
沢
駅
西
口
１
番
乗
り

場
か
ら
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
ま
す

の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問�

い
し
か
わ
食
の
て
ん
こ
も
り
フ
ェ
ス
タ
実
行

委
員
会
事
務
局
（
石
川
県
企
画
振
興
部
地
域

振
興
課
内
）

　

☎
０
７
６
︲
２
２
５
︲
１
３
１
２

全
国
一
斉
！

法
務
局
休
日
相
談
所
を
開
設

　

法
務
局
職
員
、
公
証
人
、
司
法
書
士
、
土
地

家
屋
調
査
、
人
権
擁
護
委
員
が
さ
ま
ざ
ま
な
ト

ラ
ブ
ル
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

２
月
12
日
㈰　

10
時
～
16
時

と�
こ
ろ　

金
沢
地
方
法
務
局
（
金
沢
新
神
田
合

同
庁
舎
内
）

相
談
内
容　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

◦�

登
記
（
相
続
・
遺
言
・
売
買
・
会
社
な
ど
）

◦�

人
権
（
い
じ
め
・
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
）

◦�

戸
籍
国
籍
（
婚
姻
・
養
子
縁
組
・
帰
化
な
ど
）

廃 食 用 油 の 回 収 日 程
（最寄りの集積場所に出してください）

3月3日㈯

橋 立 地 区 橋 立 地 区 会 館 前 分 校 地 区 分校町公民館前
南 郷 地 区 南 郷 地 区 会 館 前 箱宮町公民館前
別 所 町 ふれあいセンター前 打越町公民館前
金 明 地 区 塩 浜 町 公 民 館 前 高 塚 町 作 業 所
湖 北 地 区 湖 北 地 区 会 館 横 塩 屋 地 区 塩屋地区会館前

3月4日㈰

朝8時までに出してください

山 代 地 区 山 代 地 区 会 館 河 南 町 河南町民会館前
　 　 4 区 高 間 時 計 店 前 三 木 地 区 三木地区会館横
　 　 1 0 区 佑企ニュー山代店
　 　 1 6 区 レ イ ・ プ ラ ザ 前

朝8～9時までに出してください

山 中 地 区 山中温泉文化会館 大聖寺地区 大聖寺地区会館

朝9時までに出してください

作 見 地 区 作 見 地 区 会 館 前

※廃食用油の回収は一般家庭から出されるものに限ります。
※資源ごみでの回収を行っている地区もあります。
問加賀市女性協議会　　　☎73-5550
　環境課（環境政策係）　☎72-7892
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伝言板・市民相談

　掲載を希望する人は「広報かが」発行日（毎月１日）の
25日前までに企画課に連絡してください。
（公共性がなく営利目的のみのものは掲載不可）

みんなの
伝 言 板
みんなの
伝 言 板

【イベント】はづちを楽堂（2月）
とき・内容：12日㈰、26日㈰10時～16時、陶芸教室（オリジナル
の焼き物づくり。作るものや大きさは自由です/参加費：2,000円）
問ＮＰＯ法人はづちを　☎77-8270

【イベント】 竹の浦館（2月）　
とき・内容（参加費）：
6日㈪10時～パソコン教室（ワードの基本、画面と文字入力:3,000円）
11日㈷10時～生キャラメルでバレンタイン（1,000円）
13日㈪10時～パソコン教室（エクセルの基本、画面と文字入力:3,000円）
18日㈯11時～とうふ作り教室（800円）
18日㈯13時30分～着付け教室（800円）
19日㈰ 9時～かきもち作り教室（１臼(うす):2,500円）
24日㈮10時～パソコン教室（エクセルの基本、計算式を入れる:3,000円）
25日㈯10時～布ぞうり作り教室（1,500円）
問NPO法人竹の浦夢創塾　☎73-8812

【講演会】加賀地区リウマチ講演会「リウマチの薬物療法2012」
一人で悩んでいるリウマチ患者の一助としていただくための講演
会です。 とき:3月3日㈯13時30分～、ところ:小松市第一地区コミュ
ニティセンター（小松市白江町ツ108-1)、講師:岡田守弘薬剤師（金
沢社会保険病院）、参加料:無料、申込不要
問㈳日本リウマチ友の会石川県支部（榊原）☎0761-22-7169

【イベント】加賀市文化会館　みんなでオンステージ2012
　春のアートフェスタ
とき:3月4日㈰10時～15時、ところ:加賀市文化会館大ホール、入場無
料、内容:1部「みんなでオンステージ2012」(11時～）市民による芸能
発表です（保育園児演技、バレエ、篠笛演奏、よさこいソーラン、ギ
ター演奏、中学校合同吹奏楽）。 2部「ゲストコンサート」（13時～）
IZANAGI（自然浴シンセサイザー作曲演奏家による演奏）。 この
ほか、おにぎり、うどん、コロッケ、パン、鯖へしこなどの物産販売

（10時～15時）があります。
問加賀市文化会館☎77-2811

無料市民相談無料市民相談
■ 総合相談（心配ごと・人権・行政・家庭）
10時～15時
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-1111
2月 3日㈮　市民会館　　　　　☎72-1500
2月10日㈮　山代地区会館  　　 ☎76-0018
2月17日㈮　片山津地区会館　　☎74-0350
2月24日㈮　動橋地区会館　　　☎74-1529

■法律相談
13時～16時　市民会館
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-1111
【予約制】受付順に各回6人
（　）内は予約開始日です。
2月 1日㈬（1月25日㈬　8時30分～）
2月 8日㈬（2月 1日㈬　8時30分～）
2月15日㈬（2月 8日㈬　8時30分～）            
2月22日㈬（2月15日㈬　8時30分～）
3月 7日㈬（2月29日㈬　8時30分～）
■ 多重債務相談　13時～16時　
市役所相談室【予約制】受付順に各回3～4人
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854
2月2日㈭、9日㈭、16日㈭、23日㈭
　（受付は月～金曜日の9時～17時）

■ 消�費生活相談
（ 悪質商法や訪問販売、商品の苦情などの相談）
問地域福祉課（地域福祉係）☎72-7854
　（受付は月～金曜日の9時～17時）

■ 育成相談（月～金曜日）
相談受付　9時～17時
問青少年育成センター　☎73-0118

■ こころの電話（月～金曜日）
相談受付　9時～20時　☎73-0117

■ あいりす女性相談室（電話相談）
毎週火・金曜日（12時30分～15時）
　☎73-5527

   　

　　水道の開閉をインターネットで

　　　　受付できるようになります
　水道の開閉の届出は今まで書類または
電話で受付していましたが、平成24年3月1
日からインターネットでも受付できるようにな
ります。
　市のホームページ内に受付場所がありま
すので、ぜひご利用ください。
　届出内容入力後、後日、水道料金お客さ
まセンターからの確認の電話をもって受付
完了となります。

問水道料金お客様センター ☎72-7951

   　

賃貸アパートの退去時のトラブル
　賃貸アパートの退去する際は、元の状
態で貸主に返還する必要があります。それ
を「原状回復」といいますが、すべて借主
が負担して元の状態に戻すのではなく、
通常使用による汚れや傷は貸主の負担
です。
　一般的に借主が故意や過失などによ
りつけた傷みは借主負担、日焼けによる
壁の変色などは貸主負担で修繕すると
されています（国土交通省の「原状回復
をめぐるトラブルと
ガイドライン」より）。
入居時には必ず退去
する際の修繕費をど
こまで負担するのか
説明を受けましょう！
問�地域福祉課　消費者相談窓口　
☎72-7854

   　

福祉・介護の就職フェア
　勤務内容や処遇面などの気になること
を採用担当者に直接質問できます。入場
は無料で、申し込みは不要です。履歴書
も必要ありません。
　当日は、福祉の資格取得や、ハローワー
クの相談コーナーもありますのでこの機会
にぜひご参加ください。
とき：2月11日㈷13時～16時（受付は12時
30分から）
ところ：石川県地場
産業振興センター
本館大ホール
問�石 川 県 福 祉 人

材センター
　☎076-234-
1151
問�商工振興課　☎72-7940

税 料 金 豆知識 就職応援団！消 費 生 活 相 談消
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【
有
料
広
告
欄
】
広
告
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

サポートネット～専門家による無料相談会～
〈会場〉小松商工会議所

●2月18日（土） ●3月17日（土） ●4月21日（土）
9時～11時30分

◆法律 ◆多重債務 ◆税金
◆登記 ◆年金 ◆会社設立
◆相続
などのご相談をお気軽に
秘密厳守します

私たちが相談に応じます

谷口勇一
TEL0761-76-5503

出口　勲
TEL0761-24-3633

中西祐一
TEL076-232-1616

山崎　豊
TEL0761-20-3175

土地家屋調査士
行政書士

税理士
行政書士

井田　茂
TEL0761-46-1046

社会保険労務士
FP

弁護士

三輪哲也
TEL0761-43-0848

竹内広幸
TEL0761-22-9990

中小企業診断士
社会保険労務士

司法書士

澤矢豊伸
TEL0761-21-1122

不動産鑑定士 弁護士
税理士
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メルマガ登録はこちら　　
http://www.city.kaga.
ishikawa.jp/mmagazine/

おすすめ図書

今月の休館日　6、11、13、20、27日
開館時間　㈫～㈮は9時～19時、㈯・㈰は9時～18時
問中央図書館　☎73-0888　山中図書館　☎78-4441

: http://www.kagalib.jp/

一般向け　『絵のある自伝』
安
あ ん

野
の

光
み つ

雅
ま さ

/著　文藝春秋

一般向け　『ポプラの秋』
湯

ゆ

本
も と

香
か

樹
ず

美
み

/著　新潮社

小学生向け 　『竜の本　世界の民話館』
ルース・マニング＝サンダーズ/著　西

に し

本
も と

鶏
け い

介
す け

/訳  ブッキング

幼児･児童向け　『どろぼうがないた』
杉川としひろ/作　ふくだじゅんこ/絵　冨山房インターナショナル

葉
は

室
む ろ

　麟
り ん

/著　集英社　
  信長の娘として生を受けながら、母
を知らず、孤独のうちに育った冬姫。
　蒲

が も う

生家に嫁ぎ、戦国の世を彩って生
きた冬姫の生涯を描いた小説。

一般向け　『冬姫』

北村雄一/絵と文　保育社　
　自然界の生きものの生き残り作戦と
は、プロポーズにあり。ちょっと愉快
な生きもののプロポーズを精密なカ
ラーイラストで紹介してあります。

小学生向け 　『生きものプロポーズ
                   摩

ま か
訶ふしぎ図鑑』

2月のイベント
会場 内　容 対象者 開催日時
中   

央  

図
書
館

ちょびっこおはなし会 乳幼児 2日㈭・9日㈭・16日㈭・23日㈭　10時～
おはなしの森 幼児・児童 5日㈰・12日㈰・19日㈰・26日㈰　14時～

山
中
図
書
館

おはなしの泉 幼児・児童 4日㈯・25日㈯　10時30分～
すくすくおはなし会 乳幼児 7日㈫　10時30分～ 
第3回絵本で楽しむクッキング 児童 18日㈯  10時～（山中児童センター）要申込
英語で遊ぼう！ 幼児・児童 19日㈰　10時30分～ 
おでかけ図書館 幼児 22日㈬　1１時～（山中児童センター）

のまりんといっしょにクリスマス！

平成23年12月25日　山中図書館

 松 居 直 講 演 会  
「絵本のよろこび」

と　き　3月3日㈯ 13時30分～15時 入場無料
ところ　加賀市立中央図書館 ２階視聴覚ホール
講　師　松

まつ

 居
い

 直
ただし

 さ
ん  福音館書店相談役

松居直：1926年京都市生まれ。
  創作絵本や昔話絵本の領域を
開拓し、今日の絵本の隆盛に寄
与した第一人者。世界に日本の
絵本を広めた。
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カメラ ルポ

手作りみその仕込み開始
　JA加賀で手作りみそ
「大地の華」の仕込みが
始まりました。加賀市産
の米と大豆にこだわって作られるみそは、風味
豊かで「安心の味」と評判です。今回、仕込み
が始まったみそは、10月以降、JA元気村や市内
スーパーなどで販売されます。（1月6日）

北前船の里資料館
ぜんざい振る舞い

　正月の鏡餅を切り分け、
ぜんざいにして来館者に
振る舞いました。七輪で
香ばしく焼いた餅と甘い
小豆汁を合わせた温かく
やさしい味に、子どもか
らお年寄りまでがにっこ
り笑顔になりました。
（1月15日）

片山津温泉 新春振る舞い カニ大鍋
　1月8日㈰から4週にわたり、砂

すな

走
はせ

公園あいあい広場で、無料で
振る舞われたカニ汁。しびれる
ような寒さの中、町の人や観光
客たちが足を止めて、ほっかほ
かの1杯でほっこり温まりまし
た。（1月15日）

今月の表紙アレコレ
　加賀市空手連盟が田尻町
の橋立海水浴場の波打ち際
で新年の初稽古をしました。
今年で41回目となる初稽古
では約60人が参加し、道着
姿で突きやけりなどの基本
動作を練習しました。

　各コーナーの関心度や読み
やすさをお聞きします。携
帯電話で下のＱＲコードを
読み込んで回答
してください。

問�企画課（広報統計係）
　☎72-7802 

皆さんの声を
聞かせてください！

「広報かが」
読者アンケート
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加賀市の国保（40～74歳）の皆様へ
　　受け忘れていませんか？特定健診！

休日（夜間）　当番薬局
と　き 当番薬局名 電話番号
  5日㈰ てらだ薬局 （片山津） ☎75-3622
 11日㈷ 松が丘薬局 （松が丘） ☎73-0686
12日㈰ ｼﾒﾉﾄﾞﾗｯｸﾞ温泉駅前薬局（作　見） ☎73-4885
19日㈰ 山中青木二階堂薬局 （山　中） ☎78-3055
26日㈰ 大原愛生堂薬局 （大聖寺） ☎73-0007

〈 開局時間〉9時～18時　※前日20時～翌日9時は、下記の電
話またはインターホンにより対応します。

問加賀薬剤師会当番薬局　☎090-4682-5941

乳幼児健診 受付時間：13時～14時
ところ：健康課（市民会館内）

内　容 と　き 対　　　象

4カ月半児
10日㈮ Ｈ23. 9.16～ 9.30生
24日㈮ Ｈ23.10. 1～10.15生

1歳6カ月児 14日㈫ Ｈ22. 7. 1～ 7.15生
28日㈫ Ｈ22. 7.16～ 7.31生

3歳2カ月児 2日㈭ Ｈ20.11. 1～11.15生
16日㈭ Ｈ20.11.16～11.30生

健康教室　【要予約】  　

マタニティ教室〜足湯とマタニティフラダンス〜（加賀市民病院）
対　象：妊娠12週以上（他院の通院問わず）　と　き：10日㈮
教　室：14時～16時
持ち物：母子健康手帳、足拭きタオル、バスタオル
集合場所：14時までに正面ロビー（テレビ前）に集合
申　込： 加賀市民病院新生児室（マタニティフラ係）　平日14時～16時　☎72-2100

ところ：健康課（市民会館内）
妊娠期パパママ教室　
～妊娠中の歯の健康（歯科検診）について～

対　象：妊娠期のママとパパ　     と　き：26日㈰
受　付：9時45分～10時　             教　室：10時～11時30分
持ち物：母子健康手帳、母子保健テキスト

7カ月児離乳食教室
※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！

対　象：平成23年7月生まれ  　     と　き：8日㈬　
受　付：9時30分～10時 　            教　室：10時～11時30分
持ち物： 母子健康手帳、乳児相談問診票（7カ月）［記入したもの］

10カ月児子育て教室
※赤ちゃんのお出かけセットを忘れずに！

対　象：平成23年4月生まれ　　　　と　き：9日㈭　
受　付：9時20分～9時50分 　        教　室：9時50分～11時30分
持ち物： 母子健康手帳、乳児相談問診票（10カ月）［記入したもの］

予防接種
内　容 と　　　き 対　　　象
ＢＣＧ 8日㈬、15日㈬ 生後3～6カ月未満

ポリオ 1～3月はお休みです。

健康相談【要予約】ところ：健康課（市民会館内）
内　容 と　き 受付時間

骨密度、血圧
測定相談 6日㈪、20日㈪ 9時～16時

対象：20歳以上の人

問健康課（健康増進係）　☎72-7866

http://www.city.kaga.ishikawa.jp/mmagazine/

健診・予防接種情報

受付時間：13時30分～14時30分
ところ：健康課（市民会館内）

　健康管理のため、年に一度の健診をお願いします。
1.日程 

2.健診当日の持ち物
　①加賀市国民健康保険の保険証
　②特定健康診査受診券（持っていな
      い人は保険証のみ持参してください）
　③受診料　1,000円
3.検査内容
　①身体計測、血圧測定、問診、尿検査、診察
　②血液検査　　　

〈お願い１〉勤め先などで健診を受けている人へ
　国保の人で、パートタイマーなどで特定健診と
同等以上の内容の健診（事業主健診）を受けてい
る人は、健診結果を健康課へ提出をお願いします。
そうすることで受診したと見なされ、この健診を
受ける必要がなくなります。
〈お願い２〉治療中の人へ
「治療」と「健診」は違います！
　健診は、病気と思っていない「自覚症状のない
生活習慣病」を見つけるものです。
　治療中の人は主治医に相談し、治療で特定健診
と同等以上の内容の検査を受けている場合は、検
査結果を健康課へ提出をお願いします。

問加賀市健康課　☎72－7866

　23年度､ 特定健診を受けていない人に最後の集団健診日を設けました。（前立腺がんも同時実施）

　　　　　＊いずれの会場も受付時間：8時30分～10時30分
健診日 健診会場
2月22日㈬ 片山津地区会館
2月23日㈭ 山中健康センター
2月24日㈮ 山代地区会館
2月26日㈰ 市民会館
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びょういん
つうしん
びょういん
つうしん
びょういん
つうしん

今月は「加賀市民病院」のお話

 花粉症には早めの対策を

献血 今月はありません

　例年2月ごろからニュースや天気予報で花粉
情報が伝えられますが、この時期「花粉症」に
悩まされる人が少なくありません。
　花粉症とはスギやヒノキなどの花粉に過剰に
反応して起こるアレルギー症状です。体が花粉
を外に出そうとするため、くしゃみや鼻水が出
るのです。
　花粉症の症状が起こり始めたごく初期では、
鼻粘膜にまだ炎症が進んでいません。この時期
に治療を開始すると粘膜の炎症の進行を止め、
早く正常化させることが可能となり、花粉症の
重症化を防ぐ事ができます。毎年激しい症状が

みられる人
は初期療法
が有効です。
早めの対策
をしましょ
う。

こどもの救急ホームページ　http://kodomo-qq.jp
(夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか判断の目安　
　を提供しています）※加賀市ホームページからリンクしています。

加賀市 休日当番医
診療科など 医療機関名 電話番号 5日㈰ 11日㈷ 12日㈰ 19日㈰ 26日㈰

加賀市医師会休日診療（内科）
加賀市民病院内 （大聖寺） ☎72-2100 ○ ○ ○ ○ ○

休
日
当
番
医

内 　 科
林内科医院 （大聖寺） ☎73-1110 △ △ △ △

いしぐろクリニック （大聖寺） ☎73-0012 ◎ △ ■ ◎ ◎

内 科

久藤総合病院 （大聖寺） ☎73-3312

◎ ◎

外 　 科 ◎ ◎

整 形 ◎

整形外科 別所おんせんクリニック （別所町） ☎76-4577 △ △ △ △ △

小 児 科

近藤医院 （潮津町) ☎74-1231 △

刈谷医院 (山代温泉) ☎77-6116 △

山中温泉医療センター (山中温泉) ☎78-0301 △

加賀市民病院 (大聖寺） ☎72-2100 △

石川病院（手塚町☎74-0700）診療科は日直担当医により異なりますので、事前に電話でお問い合わせください。

山中温泉医療センター（☎78-0301）の土曜日の外来（午前中）は、事前に電話でお問い合わせください。

南加賀急病センター（小松市民病院南館1階☎0761-23-0099）内科、小児科。月～土19時～22時30分、日・祝日9時～22時30分

携 帯 電 話
休日当番医

◎ : 9時～17時、○ : 9時～12時30分
△ : 9時～12時、■：13時～17時

※加賀市民病院と山中温泉医療センターは、救急告示病院です。診療時間中の受診にできるだけご協力ください。

救急医療の問い合わせ先　☎73-2299（消防本部）

　マスクや眼鏡のセルフケアを心がけ、症状に
あった適切な治療をうけて花粉症シーズンを乗
り切りましょう。
問加賀市民病院　☎72-2100　
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２月の催し※ 各施設入館料　高校生以下・障がいのある人などは無料です。

♦「山中節四季の舞」定期上演
　山中節の唄と踊りをお楽しみ
ください。
　毎週土・日曜日および祝日
　15時30分～16時30分
　料 　金： 大人700円
　　　　　小学生以下350円
　　　　　入浴券付き1,000円

●住所：山中温泉薬師町ム1　☎78-5523　●開館：8時30分～22時
●休館日：年中無休　●入館料：無料

♦魯山人をめぐる人々
　魯山人に大きな影響を与え
た細野燕

えん
台
だい

と初代須田菁
せい

華
か

の
作品を、魯山人の作品と合わ
せてご覧ください。

　4月3日㈫まで
　

●住所：山代温泉18-5　☎77-7111　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　九谷焼窯跡展示館

♦河上龍三展　～作品と下絵と関連資料～
　窯元北出窯の3代目北出塔
次郎に従事し、一門中の逸才と
言われた龍三。独立後、自分の
名「龍三」銘を用いて作品を制
作できたのは病魔に襲われる
までの約10年間であったため、
龍三銘作品数は決して多くは
ありません。惜しまれつつも亡
くなった龍三の作品や資料の一
端をご覧ください。
　4月16日㈪まで　

●住所：山代温泉19-101番地9　☎77-0020　●開館：9時～17時（入館は16時30分
まで）　●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般310円　75歳以上150円

 ▲ 河上龍三　花小紋尽し文大平鉢（はな
こもんづくしもんおおひらばち） 

 ▲ 魯山人（福田大観）　富士山図

　鴨池観察館

2月の各施設の休館日
九谷焼美術館 6日、13日、20日、27日
加賀アートギャラリー 7日、14～16日、21日、28日
雪の科学館 1日、8日、15日、16日、22日、29日
魯山人寓居跡いろは草庵 1日、8日、15日、22日、29日
九谷焼窯跡展示館 7日、14日、21日、28日
深田久弥山の文化館 7日、14日、21日、28日
芭蕉の館 1日、8日、15日、22日、29日
※  北前船の里資料館、鴨池観察館、山中座は年中無休です。

　魯山人寓居跡　いろは草庵
■2月の鴨池
　寒さが一段と厳しくな
る2月には、時々鴨池が凍
ることがあります。そん
なとき、カモたちは水の
流れがあり水面が凍って
いない場所を探して餌を
食べているのですが、1番
人気は年中水が溜まって
いる観察館前の田んぼ。
この田んぼは、多くのガ
ンやカモたちが夢中で餌
を食べる様子を間近に観
察することができるので、
お客さんにも大人気！普
段は向こう岸でしか休ま
ないトモエガモも見られ
るかも!？雪が降ったら、
いつもと違う鴨池を見に来てくださいね。 

♦�初春のバードウオッチング「ガンのねぐら入りを見よう」
　福井県･坂井平野の田んぼで餌を食べていた2,000羽のマガン
が一斉に池に戻ってきて、空一面を覆いつくす様子を開館時間
を延長して観察します。夕焼け空を背景に飛ぶマガンの群れが
見られますように！
　 18日㈯、19日㈰、25日㈯、26日㈰　17時30分～（自由解散）
　持 ち物：双眼鏡（貸出あり）、暖かい服装
　 参 加費：無料（別途、入館料が必要）

●住所：片野町子2-1　☎72-2200　●開館：9時～17時（入館は16時30分ま
で）　●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

　山中座

▲雪が降ると、水墨画のような景色が見られます

▲間近でトモエガモを見られたら、ラッキー！

　芭蕉の館
　築100余年の木造宿屋建築
と美しい庭園の館です。

♦常設展
　芭蕉ゆかりの品や人間国宝
「川北良造」の作品などを多
数展示しています。

●住所：山中温泉本町二丁目ニ86-1　☎78-1720　
●開館：9時～17時　●休館日：水曜日　●入館料：100円

　深田久弥　山の文化館

♦聞こう会「お天気の話」
　※聴講無料
　
　26日㈰　13時30分～15時
　講 　師：多

た
野
の

正
しょう

一
いち

さ　
　ん（元

気象庁予報官）

●住所：大聖寺番場町18-2　☎72-3313　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：火曜日（祝日は開館）　●入館料：一般300円　75歳以上150円

▲ 漆の精製に使う、くろめ鉢と櫂(かい)

▲熟練された芸妓の舞 ▲別山と雲
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施設ガイド ※ このコーナーでは、市内の文化・教養施設のイベント情報などを紹介します。

　九谷焼美術館

♦魅惑の九谷優品展（後期展）　3月31日㈭まで

♦新春特別陳列「龍と鳳
ほう

凰
おう

」
　新年の干支である龍と、名君による新たな世の幕開けを告げ
る鳳凰。瑞獣を描いた華やかな赤絵金彩の名品で新春を祝い、
館内の一画を鮮やかに彩ります。　5日㈰まで

♦「湖
こ

東
とう

焼
やき

と九谷焼」展
　～青手と赤絵細描の競艶～
　幕末に彦根藩井伊家の御用窯
として最盛期を迎え、数多くの
優品を生み出した湖東焼。職人
や技術が行き来した湖東焼と九
谷焼、2つの焼き物の優品約70点
を紹介します。 　5日㈰まで

♦「筒
つつ

描
がき

と九谷焼」展 
　～藍と五彩に込められためでたき意匠～
　筒描とは藍染の技法で、筒に入
れた糊をしぼり出し、生地に図柄
を描いていくため、手描き特有の
躍動感にあふれた作品に仕上がり
ます。画題は九谷焼と同様、松竹
梅や鶴亀など吉祥のデザインが数
多く取り入れられています。吉祥
文を描いた筒描と九谷焼に共通す
る「めでたき意匠」を紹介します。
　25日㈯～5月6日㈰

●住所：大聖寺地方町1-10-13　☎72-7466　●開館：9時～17時（入館は16
時30分まで）　●休館日：月曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　
75歳以上250円 　◆館内無料ガイドツアー：当館では、学芸員・解説ガイド
による館内のご案内をしています。どうぞご利用ください。

♦常設展　いまよみがえる 加賀江沼の美術
　山田宗

そう
美
び

の鉄打出工芸、西出
大
だい

三
ぞう

の截
きり

金
かね

工芸、森本仁
に

平
へい

の風
景画をはじめ、加賀藩御

お
抱
かかえ

絵師
の佐々木泉

せん
景
けい

や大聖寺藩士によ
る名品を公開しています。

♦ふれあい展　4日㈯～6日㈪

♦第7回市民アマチュア美術展
　市内アマチュア美術作家による絵画・彫刻・工芸・書・写真
作品を展示。選考委員の審査により「加賀市長賞」他各賞を決
定し表彰します。
　また、観覧者の投票によ
り各部門から1点「お気に入
り賞」を決定・表彰し、投
票者の中からも抽選で5人に
景品をプレゼントします。
　18日㈯～3月11日㈰

♦今月の水彩画教室　6日㈪　講師：長谷川 清さ
ん

♦今月の筆ペン教室　22日㈬　講師：浜 春
しゅんすい

水さ
ん

●住所：作見町リ1-4　☎72-8787　●開館：10時～18時（入館は17時30分ま
で）　●休館日：火曜日（祝日は開館）、展示替期間　●入館料：展示内容
によって変わります

　加賀アートギャラリー（加賀市美術館）

　中谷宇吉郎 雪の科学館

♦第6回雪のデザイン賞
　入選作品展
　入賞・入選作品46点を
展示しています。
　14日㈫まで

♦パネル展示　没後50年　中谷宇吉郎をめぐる出来事
　12月31日㈪まで

♦企画展　中谷宇吉郎と高野與
よ

作
さく

　中谷宇吉郎の親友、高
野與作との家族ぐるみの
交流、2人の友情から始
まった凍上などの研究、
高野家が大切にしてきた
宇吉郎の墨絵を紹介しま
す。　17日㈮～5月15日㈫

♦子ども雪博士教室「氷の音を聞いてみよう」【要予約】
　紙コップを使った装置を利用して「音は振動するものから出
てくる」ことを学びます。氷から出る音も聞いてみましょう。
　25日㈯　10時～11時30分　　対　象：小中学生
　定　員：20人　　講　師：竹井　巌

いわお
さ　
　ん（北陸大学准教授）　

※2月16日㈭は展示替えのため臨時休館します。
●住所：潮津町イ106　☎75-3323　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：水曜日（祝日は開館）　●入館料：一般500円　75歳以上250円

　北前船の里資料館
♦ 季節の展示「新春の祝い」
　新春にふさわしく、おめでたい文様の打掛や帯、祝いの盃な
どを展示します。
　12日㈰まで

♦ 桃の節句「北前船主のひな人形」
　ひな人形の他、かわいらしいミニチュアの玩具も展示します。
　18日㈯～4月8日㈰

　他にも、航海に使われた道具や精巧な和船の模型、船絵馬な
ど北前船に関するさまざまな資料を展示しています。

●住所：橋立町イ乙1-1　☎75-1250　●開館：9時～17時（入館は16時30分まで）
●休館日：年中無休　●入館料：一般310円　75歳以上150円

▲  宮本屋窯　赤絵金彩牡丹獅子図
深鉢（あかえきんさいぼたんしし
ずふかばち）〔当館蔵〕

▲ 五三桐紋獅子牡丹（ごさんきりも
んししぼたん）〔個人蔵〕

▲ 山田宗美 鉄打出布袋置物〔個人蔵〕

▲ 第6回 お気に入り賞作品「群れ」　谷本
外茂之さ　

　ん　

▲満州・大連の高野家にて
　宇吉郎（右）、與作（中後）、茅 誠司（左）

第6回銅賞 snow grains

▲

近藤千愛（滋賀県彦根市）



加賀市今昔写真集

人　口 … 72,３５７人〔−111〕
　男…34,114人〔－50〕　女…38,243〔−61〕
   12月中の	 出生：39人	 転入：61人
  　人口異動	 死亡：96人	 転出：115人

世帯数 … 28,635世帯〔−32〕

▪1月1日現在：住民基本台帳から　〔先月比〕▶私の冬の楽しみの一つは、澄み
切った青空の日に、遙かに望む白山
連邦の山々を見る事です。昨年2月、
晴れ渡った青空に白く輝く山々が、
あたかも屏風を立てたように連綿と
続く様は息をのむくらい美しく、加
賀市からこんな風に見えたっけ、と
思わずつぶやいたことを覚えてい
ます。以来、その光景が忘れられず、
よく晴れた日にはいつも南や東の方
角を見ています。加賀市から見る
山々は本当に美しい。　　　　　

▲ 昭和40年に全館増改築工事が完成し、昭和48年、公立加賀
中央病院と改称しました

▲  旧江沼病院建物。建物が竣工した当時は、大正12年の郡制廃止に伴い、郡立江沼病院から財団法人江沼病院と改称していました

▲平成17年、旧加賀市と山中町との合併により「加賀市民病院」に改称しました
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あとがき 加賀市の人口

※「広報かが」は、再生紙を利用しています。
　雑誌古紙として処理されれば再生可能です。

▶加賀東谷の雪景色（2頁）。皆さんは
見たことがありますか？例年はもっ
と雪が多いのですが、今年は今のと
ころ、屋根雪下ろしもせずに済んで
いるとのこと。山あいに位置する寒
さ厳しい地区ではありますが、そこで
活動する人々 は熱い！町の人も皆温か
く、いろいろと楽しいお話を聞かせ
てくれました。そして「またいつでも
遊びにおいで」の言葉がエリの心に温
もりを与えてくれました。　　　エリ

*kouhou@city.kaga.lg.jp　:http://www.city.kaga.ishikawa.jp/

今月が納期です 2月29日㈬まで

固定資産税（4期分）、国民健康保険税（９期分）
後期高齢者医療保険料（1１期分）、介護保険料（９期分）
上下水道使用料・保育料・市営住宅使用料（各月分）

昭和11年 財団法人江沼病院竣工 財
団
法
人
江
沼
病
院
は
、
昭
和

９
年
9
月
9
日
の
大
聖
寺
大

火
に
よ
り
全
焼
し
た
た
め
、
昭
和
10

年
6
月
、
再
建
工
事
に
着
工
、
昭
和

11
年
2
月
9
日
に
竣
工
落
成
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

新
病
院
は
、
当
時
と
し
て
は
威
風

堂
々
と
し
た
近
代
的
建
物
で
、
院
長

室
、
理
事
室
、
応
接
室
、
特
等
室
、

一
等
室
、
医
局
室
、
各
診
療
室
、
手

術
室
な
ど
が
整
然
と
整
備
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
昭
和
23
年
の
福
井
地
震
に

よ
っ
て
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
も
の

の
、
建
物
は
昭
和
39
年
ま
で
使
用
さ

れ
ま
し
た
。


